
発炎筒によるのり面火災

令和 5年 8月 31日
19：50時点【第2報（最終）】

【発生日時】 令和5年 8月 31日 14：43分頃

【発生場所】 E19中央自動車道 下り215.5KP付近

【工事名】 2023年度 中央自動車道 管内維持修繕業務 （交通規制業務）

【受注者】 中日本ハイウェイメンテナンス名古屋(株) 

【事象概要】 工事走行車線規制のテーパー部撤去を5名で実施中、注意喚起で使用していた発

炎筒の火が、盛土のり面に飛び火し、火災が発生したもの。

発炎筒消火者は 、初期消火者は

【被害状況】 物的被害 ： 盛土のり面 約42㎡焼失

人的被害 ： （当方） なし （相手方） なし

第三者被害 ： なし

【時系列】 13：39頃 規制撤去作業開始

14：43頃 事象発生

14：43頃 現場から 会社へ連絡

14：44頃 現場から消防署へ連絡

14：49頃 現場から DKCへ連絡

14：52頃 会社からメンテ事務所へ連絡

14：53頃 メンテ担当課長から HSC保全計画へ連絡

14：54頃 メンテ本社へ連絡

15：01頃 消防署が現場着

15：04頃 鎮火

16：50から緊急安全大会実施

【公表・非公表】 ―

【報道等】 ―

【消防署見分結果】 発炎筒のが原因で出火





【再発防止対策】

発炎筒は簡易消火器にて消火する事とする。（転がり防止として、タイラップを取り付ける）

【原因】
発炎筒を消火する際、何らかの原因で火の粉がのり面に飛び火し火災が発生した。
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